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  令和 4 年 3 月定例会

令和 4 年度当初予算を可決

　 令和 4 年第 1 回定例会は、 3 月 2 日から 25 日

までの 24 日間の会期で開かれ、 全 46 議案を審議

しました。 一般質問は、 会派制による代表質問が２

会派 （令和会 ・ 同士会） で行われ、 そのあと 9 名

の議員による個人質問が行われました。

 　25 日の最終日には、 各常任委員会および予算特

別委員会の委員長より報告を受け、 討論、 採決を行

い全議案について可決しました。 また、 議員発議が

提出され、 いずれも全会一致により原案可決されま

した。

令和 4 年度 の 新規事業

事業費 　　　993 千円

75 歳以上の高齢者世帯等が排出した可燃ごみ等を対

象世帯から収集し、 所定のごみ集積所に運搬する活動

に対し交付金を支給します。 その際、 対象世帯に安否

確認のための声かけをすることで、 安心して住むことが

できる環境を創出します。 令和 4 年度は、小川・美野里・

玉里各地区からそれぞれモデル地区を 1 行政区ずつ選

定し、 試験的に実施します。

高齢者ごみ出し支援事業新

事業費 　　13,117 千円

コロナ禍における公共施設等の利用者及び対応者に対

して感染防止対策を講じることにより、 市民が安心して

施設を利用できる

環境を整えます。

ま た、 PCR 検 査

等を受けられる体

制を整えます。

新型コロナウイルス感染症予防助成事業新

事業費 　8,528 千円

国や県から公表されている最新の浸水想定区域を反映

するほか、 新たな避難発令基準や避難所での新型コロ

ナウイルス感染防止対策等を盛り込んだハザートマップ

を作成し、 災害

に対する備えや

防災意識の向上

を図ります。

防災ハザードマップ改訂事業新

事業費 　　250 千円

不育症検査費用の自己負担を軽減するため、 保険対象

外の不育症検査について、 保険適用検査と併せて実施

する場合に費用を助成します。 助成額は、 県助成額を

控除した額につい

て、 １回の検査に

つき５万円を限度

に上乗せして助成

します。

不育症治療等助成事業新

▲代表質問 （3 月 9 日）
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議会だより 第 65 号

一般会計当初予算 212 億円　対前年度比 10.8％減

会 計 別 令和４年度 令和３年度
 増減率

（％）

一 般 会 計 212 億 237 億 7,800 △ 10.8

特

別

会

計

国民健康保険（事業） 52 億 4,007 51 億 1,691 2.4

後期高齢者医療保険 6億 3,372 6 億 1,481 3.1

農 業 集 落 排 水 3億 2,203 3 億 2,348 △ 0.4

戸 別 浄 化 槽 4,281 3,667 16.8

霊 園 3,882 1,495 159.6

介 護 保 険 （ 事 業 ） 40 億 2,069 40 億 1,594 0.1

介護保険（サービス） 759 661 14.7

小 計 315 億 573 339 億 737 △ 7.1

企

業

会

計

水 道

収益的
収入 8億 4,440 8 億 5,330 △ 1.0

支出 8 億 1,876 8 億 2,683 △ 1.0

資本的
収入 6億 7,257 5 億 8,752 14.5

支出 9 億 8,143 8 億 8,401 11.0

下水道

収益的
収入 12 億 1,904 12 億 3,047 △ 0.9

支出 11 億 7,266 11 億 1,237 5.4

資本的
収入 8億 3,473 7 億 487 18.4

支出 12 億 1,289 11 億 6,630 4.0

小 計
収　入 35 億 7,074 33 億 7,615 5.8

支　出 41 億 8,574 39 億 8,951 4.9

歳入（収入）計 350 億 7,647 372 億 8,352 △ 5.9

歳出（支出）計 356 億 9,147 378 億 9,688 △ 5.8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　

【会計別予算】

単位 ： 万円

【一般会計歳入】 【一般会計歳出】

☑
１　みんなの力で磨くまちづくり

　・市民協働、 コミュニティ活動の推進

　 ・ 効率的な行財政の運営　

　 ・ 戦略的な定住、 人口対策の推進　など

２　人を育てる学びの場づくり

   ・子ども、 子育て支援の充実

　 ・ 学校教育の充実

　 ・ スポーツの推進　　　　　　　　　　　　など

３　誰もがいきいきと暮らせる社会づくり

　 ・健康づくりの推進

　 ・ 地域福祉、 社会保障の充実

　 ・ 障がい者福祉の充実　　　　　　　　　など

５　安全 ・ 安心な生活を支える体制づくり

　 ・上、 下水道の整備

　 ・ 防災対策の充実

　 ・ 消防、 救急体制の充実　　　　　　　　など

４　仕事と暮らしを創造する環境づくり

　 ・計画的土地利用の推進

　 ・ 道路体系、 公共交通の充実

　 ・ 茨城空港の利活用　　　　　　　　　　　など

チェック
予算案の５つの基本目標

市税
29.7%

地方譲与税
1.3%

利子割交付金
0.0%

配当割交付金
0.1%

株式等譲渡所

得割交付金
0.1%

法人事業税交

付金
0.5%

地方消費税交付金
5.2%

ゴルフ場利用

税交付金
0.2%

環境性能割交付

金
0.2%

国有提供施設等所在市

町村助成交付金

1.0%
地方特例交付金

0.2%

地方交付税
20.8%

交通安全対策特別交付金
0.0%

分担金及び

負担金
0.6%

使用料及び手数料
0.8%

国庫支出金
15.8%

県支出金
8.3%

財産収入
0.1%

寄附金
1.2%

繰入金
7.2%

繰越金
1.4%

諸収入
1.8%

市債
3.6%

令和４年度

一般会計

歳入予算額

２１，２００，０００千円

市税
29.7%

地方譲与税
1.3%

利子割交付金
0.0%

配当割交付金
0.1%

株式等譲渡所

得割交付金
0.1%

法人事業税交

付金
0.5%

地方消費税交付金
5.2%

ゴルフ場利用

税交付金
0.2%

環境性能割交付

金
0.2%

国有提供施設等所在市

町村助成交付金

1.0%
地方特例交付金

0.2%

地方交付税
20.8%

交通安全対策特別交付金
0.0%

分担金及び

負担金
0.6%

使用料及び手数料
0.8%

国庫支出金
15.8%

県支出金
8.3%

財産収入
0.1%

寄附金
1.2%

繰入金
7.2%

繰越金
1.4%

諸収入
1.8%

市債
3.6%

令和４年度

一般会計

歳入予算額

２１，２００，０００千円

議会費
0.9%

総務費
11.4%

民生費
34.4%

衛生費
8.6%

労働費
0.0%

農林水産業費
5.1%

商工費
1.2%

土木費
8.4%

消防費
5.0%

教育費
11.0%

災害復旧費
0.0% 公債費

12.6%

諸支出金
1.3%

予備費
0.1%

令和４年度

一般会計

歳出予算額

２１，２００，０００千円

3



  令和 4 年 3 月定例会

  ￥  ￥  議会が市の予算を ☑
チェック

　

　 ３月定例会では、 市長から提出された令和 4 年度

の予算案について、 市議会が 「市民の税金がどのよ

うなことに使われるのか」  「この事業で期待される

効果は」 「この経費は必要な経費なのか」 などの

観点から、 慎重に審査を行いました。

　 審査は文書による質疑通告制で行われ、 さらに

不明な点について質疑しました。 審査の過程で委員

からどのような質疑や要望があったのか、 その一部

をお知らせします。

  予算審査

  決算審査

市は、 事業計画に基づき、
各施策や事業を進めます。

  予 算 執 行
市は、 市議会からの提言などを

踏まえ、 次年度の事業を計画し

予算案を作成します。

  予 算 編 成 予算特別委員会

3月15日～ 16日 開催 

    つくば霞ケ浦りんりんロード整備事業

　 
　　　茨城県で策定した水郷筑波サイクリング環境整備

　　　総合計画に基づき、 快適で安全 ・ 安心にサイクリ

　　　ングができる環境を整備し、　誰もが多様にサイク

　　　リングを楽しむことができるサイクリング環境の

　　　構築を図る。 　　

　　　　　　　　　　　　　　　予算額　2,483,000 円

予 算 議 案

　　

     つくば霞ヶ浦りんりんロードは、 国からナショナル

　　　サイクルルートの指定を受けており、 茨城県が主導

　　　となり一定の整備水準を満たす必要がある。 その

　　　ため、 国庫補助金を利用して、 道路の路面表示 31

　　　箇所及び看板設置 4 基の工事を行うものである。

 回答

　　　　

          道路付帯施設工事　2,483,000 円の内容を

　　　  　 詳細に伺う。

 議会の

チェック
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議会だより 第 65 号

    新型コロナウイルス感染症

　 対応行政区運営支援金

　 
　　　新型コロナウイルス感染症拡大により、 各行政区

　　　の行事の中止等が余儀なくされたことに伴い　

　　　行政区内における共助の精神を高め、 加入世帯

　　　の経済的負担を軽減するため、 令和 4 年度に限り

　　　行政区に対し支援金を交付する。 　　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　予算額　15,000,000 円    

予 算 議 案

　　

     市内 120 の行政区において、 新型コロナウイルス

     の感染拡大により事業行事の中止等が余儀なく

　　 されたことに伴い、 行政区内における共助の精神を

     高める支援が必要であるとともに、 防犯灯電気料

     における加入世帯の経済的負担軽減を図るため、

     令和 4 年度に限り行政区に対し支援金を交付する。

 回答

　　　　

      新たに新型コロナウイルス感染症対応行政区運営

　　　 支援金が計上されたが具体的にどのようなものか。

 議会の

チェック

    防犯対策経費

　 
　　　夜間の犯罪防止と通行の安全確保を行うために

　　　LED 防犯灯を設置するとともに、 犯罪の抑止と

　　　事件 ・ 事故の早期解決を図るため防犯カメラの

　　　整備を行う。 また、 警察署及び関係団体と連携し

　　　地域防犯力の強化を図る。

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　予算額　23,597,000 円    

予 算 議 案

　　

     国県の補助等を活用し、 防犯カメラを次のとおり

　　　設置を計画している。

　   (1) 整備個所数　　①防犯カメラ 10 基

　   (2) 設置場所　 　

    　   ①国補予算設置場所

　　　   上吉影北交差点、 野田北交差点、 中延北交差点

　　　   小川南小学校体育館前、 雷神住宅入口前の 5 基

　　　　 ②県補予算設置場所

　　　   江戸十字路北交差点、 脇山交差点、 堅倉小南交差点

　　　　 三箇南交差点、 柴高南交差点の 5 基

 回答

　　　　

       何カ所の防犯カメラ整備工事を行うのか？

　　　　また、 場所はどのあたりで考えているのか伺う。

 議会の

チェック

    新入学児童用ランドセル購入事業

　 
　　　新入学児童の健やかな成長を願い、 七つの祝い

　　　式典時に記念品としてランドセルを贈呈している。

　　　保護者の入学時における経費の負担軽減と少子化

　　　対策を目的とし、 また、 子どもたちの物を大切

　　　にする心を育み、 家庭教育の推進、 子育ての支援

　　　を図る。 　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　予算額　6,930,000 円    

予 算 議 案

　　

     令和 4 年度も男子は黒色、 女子は赤色の選択として

      いる。 数量把握、 コスト等の課題があるため、 本市では

　　　黒色 ・ 赤色を選択している。 しかし、 ジェンダーレス時代

　　　の対応として、 トランスジェンダー等の理由により色の

　　　変更要望には配慮し対応していく。 　　

 回答

　　　　

     今年度も男子は黒、 女子は赤の選択になるのか伺う。

　　　事業として継続を希望するが、 様々な機会で訴えて

　　　いるように、 ジェンダーレスの時代を生きる子ども

　　　たちが対象になっていることを考えて進めていただ

　　　きたい。

 議会の

チェック
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  令和 4 年 3 月定例会

41
農業委員会委員の任命につき同意を求める
ことについて

農業委員会委員の任命につき、議会の同意を求めるもの ー 同意

第1回定例会　審議結果等一覧（全 46件）令和 4年

議案
番号

案　件　名 内　　　容 付託委員会
審議
結果

■条例（９件）

3
小美玉市長等の政治倫理に関する条例の制定
について

市長、副市長及び教育長の倫理規準等を明確化するもの 総務 可決

4 小美玉市職員の倫理に関する条例の制定について 倫理の保持や公正な職務の執行に必要な措置を講ずるもの 総務 可決

5 小美玉市補助金等審議会設置条例の制定について
客観的な意見や助言を得て、適正で効果的な財政運営の
推進に向けて、附属機関を設置するもの

総務 可決

6
小美玉市いじめ問題対策連絡協議会等設置
条例の制定について

いじめ防止対策推進法の規定等を踏まえ、関係組織の整理
を行うもの

文教
福祉

可決

7
小美玉市公の施設の広域利用に関する協定の実施
のための特例条例の一部を改正する条例について

本市を含む石岡市、行方市及び茨城町の４市町間で実施する
公の施設の広域利用において、かすみがうら市の加入に伴い、
所要の改正を行うもの

総務 可決

8
行政手続等における押印署名の見直しに
伴う関係条例の整理に関する条例について

行政手続等における押印署名の見直しに伴い、関係
条例について所要の改正を行うもの

総務 可決

9
小美玉市職員の育児休業等に関する条例
の一部を改正する条例について

国家公務員に係る非常勤職員の育児休業等の取得要件の緩和及び
育児休業を取得しやすい環境整備に関する措置が実施されること
に伴い、地方公務員も均衡の原則に基づき同様の措置を講ずるもの

総務 可決

11
小美玉市行政手続等における情報通信の技術の
利用に関する条例の一部を改正する条例について

行政手続等における情報通信の技術の利用に関する
法律の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの

総務 可決

13
小美玉市消防団の定員、任免、給与、服務等
に関する条例の一部を改正する条例について

消防団員の処遇改善及び定員を適正化するもの 総務 可決

■報告（１件）

1 専決処分の承認を求めることについて 令和３年度小美玉市一般会計補正予算の専決処分 ー 承認

　　審議結果

■当初予算（5件）

25
令和4年度小美玉市農業集落排水事業

特別会計予算
予算総額  3億2,202万8千円（前年度比：△0.4％）

予算
特別

可決

26
令和4年度小美玉市戸別浄化槽事業

特別会計予算
予算総額        4,281万円（前年度比： 16.8％）

予算
特別

可決

27 令和4年度小美玉市霊園事業特別会計予算 予算総額     3,881万8千円（前年度比： 159.6％）
予算
特別

可決

29 令和4年度小美玉市水道事業会計予算

【3条予算】

　収入額　8億4,439万8千円（前年度比： △1.0％ )

　支出額　8億1,876万円    （前年度比： △1.0％ )

【4条予算】

　収入額　6億7,257万2千円（前年度比： 14.5％ )

　支出額　9億8,142万8千円（前年度比： 11.0％ )

予算
特別

可決

30 令和4年度小美玉市下水道事業会計予算

【3条予算】

　収入額　12億1,904万4千円（前年度比： △0.9％ )

　支出額　11億7,266万2千円（前年度比：   5.4％ )

【4条予算】

　収入額　 8億3,472万6千円（前年度比： 18.4％ )

　支出額　12億1,288万8千円（前年度比：  4.0％ )

予算
特別

可決

■人事案件（1 件）
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　　審議結果

■補正予算（10 件）

14 令和３年度小美玉市一般会計補正予算（第8号）
[補正額]     　　　  7億2,145万9千円
[補正後額]   　　　274億1,666万3千円

各委員会 可決

15
令和３年度小美玉市国民健康保険特別会計
補正予算（第3号）

[補正額]     　　　        4,705万円
[補正後額]   　　　 51億7,942万7千円

文教
福祉

可決

16
令和３年度小美玉市後期高齢者医療保険特別会計
補正予算（第2号）

[補正額]     　　　     △206万4千円
[補正後額]   　　　  6億1,589万1千円

文教
福祉

可決

17
令和３年度小美玉市農業集落排水事業特別会計
補正予算（第3号）

[補正額]     　　　     △ 70万7千円
[補正後額]   　　　  3億3,506万5千円

産業
建設

可決

18
令和３年度小美玉市霊園事業特別会計補正予算

（第2号）
[補正額]     　　　     △478万4千円
[補正後額]   　　　     1,115万9千円

総務 可決

19
令和３年度小美玉市介護保険特別会計補正予算

（第4号）
[補正額]     　　　     △720万9千円
[補正後額]   　　　 41億2,753万3千円

文教
福祉

可決

20 令和３年度小美玉市水道事業会計補正予算（第3号）

【収益的収入及び支出】

　支出 [補正額] △99万1千円 　[補正後額] 8億2,646万7千円

【資本的収入及び支出】

　収入 [補正額] △554万7千円　[補正後額] 5億8,197万1千円

産業
建設

可決

21 令和３年度小美玉市下水道事業会計補正予算（第2号）

【収益的収入及び支出】

　収入 [補正額] △708万円　　[補正後額] 12億4,069万3千円

　支出 [補正額] △495万7千円 [補正後額] 11億3,100万6千円

【資本的収入及び支出】

　支出 [補正額] △258万7千円 [補正後額] 11億7,128万5千円

産業
建設

可決

38 令和３年度小美玉市一般会計補正予算（第９号）
[補正額]     　　　  3億7,452万5千円
[補正後額]   　　　277億9,118万8千円

ー 可決

39 令和４年度小美玉市一般会計補正予算（第１号）
[補正額]     　　　   　2,647万1千円
[補正後額]   　　　212億2,647万1千円

― 可決

議案
番号

案　件　名 内　　　容 付託委員会
審議

結果

■その他（8 件）

31  公の施設の広域利用に関する協議について　

小美玉市と水戸市、笠間市、ひたちなか市、那珂市、茨城町、大洗町、

城里町及び東海村との間において協定を結んでいる公の施設の広域利用

について、対象施設の変更に伴い、改めて協定を定めるもの

総務 可決

32  公の施設の広域利用に関する協議について

小美玉市と石岡市、行方市及び茨城町との間において協定を結んでいる

公の施設の広域利用について、かすみがうら市の加入及び対象施設の変更

に伴い、改めて協定を定めるもの

総務 可決

33  指定管理者の指定について
小美玉市美野里シビック・ガーデンの指定管理者の指定期間が

本年度で最終年度となり、令和４年度以降の指定管理者を指定するもの

産業
建設

可決

34  指定管理者の指定について
小美玉市玉里運動公園の指定管理者の指定期間が本年度で最終年度
となり、令和４年度以降の指定管理者を指定するもの

文教
福祉

可決

35  市道路線の認定について
幹線市道の見直しに伴う路線再編成等により、新たに  
市道路線として認定するもの

産業
建設

可決

36  市道路線の廃止について
幹線市道の見直しに伴う路線再編成等により当該路線   

を廃止するもの

産業
建設

可決

37  市道路線の変更について
宮田地内、市道小10625号線の一部用途廃止に伴い、
路線の終点位置を変更するもの

産業
建設

可決

40  工事委託契約の変更契約の締結について
市道美２-９号線の道路整備事業において、常磐線高場踏切歩道設置工事の

工事費精算に伴い、工事委託契約の変更とするもの

産業
建設

可決
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  令和 4 年 3 月定例会

　　審議結果

2
「最低賃金の大幅引き上げと中小企業

支援策の拡充を求める意見書」採択の

請願書

請 願 者 ： 茨城県労働組合総連合　議長　白石勝巳

紹介議員 ： 福島　ヤヨヒ 産業
建設

不採択

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ●

【賛否が分かれた議案等】　（8件）

No
議案に対する賛否

（賛成：○・反対：●）

1 2 3 4 5 7 8 10 11 12 13 14 15 16 18 19 20

付託

委員会

審議

結果

戸
田　

見
良

香
取　

憲
一

長
津　

智
之

島
田　

清
一
郎

村
田　

春
樹 

植
木　

弘
子

石
井　

旭

谷
仲　

和
雄

長
島　

幸
男

岩
本　

好
夫

福
島　

ヤ
ヨ
ヒ

小
川　

賢
治

大
槻　

良
明

田
村　

昌
男

市
村　

文
男

荒
川　

一
秀

野
村　

武
勝

10
小美玉市職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例について

人事院の給与勧告に準じ、市内に居住する職員に係る住居手当を引き上げるもの
総務 可決 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

12
小美玉市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例について

国民健康保険税の賦課方式の変更及び地方税法の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの 文教
福祉

可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 令和4年度小美玉市一般会計予算
　212 億円（前年度比：△ 10. ８％） 予算

特別
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

23
令和4年度小美玉市国民健康保険特別

会計予算　

　52億4,007万6千円（前年度比： 2.4%） 予算
特別

 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

24
令和4年度小美玉市後期高齢者医療保険

特別会計予算

　6億3,372万7千円（前年度比： 3.1%） 予算
特別

可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 
令和4年度小美玉市介護保険特別会計

予算

（事業）40 億 2,068 万 8 千円（前年度比：  0.1％）

（サービス）　  758 万 5 千円（前年度比： 14.7％） 予算
特別

 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長は採決に参加しません

■ 請願

１
下吉影小学校を美術館と美術品等の作品
保管庫として利活用するよう求める陳情書

下吉影小学校を美術館と美術品等の作品保管庫として利活用

するよう求めるもの 総務 不採択

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ●

■ 陳情

■発議（3件）

1 ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議
ロシアによるウクライナ侵攻に抗議し、軍を完全かつ無条件で即時に
撤退させるよう強く求めるとともに、日本政府に対してウクライナから
のロシア軍の完全撤退を断固として要求するよう強く求めるもの

ー 可決

2
小美玉市議会政務活動費の交付に関する
条例の一部を改正する条例について

「行政手続きとして原則押印を廃止する」という政府の政策動向を踏まえ、

本条例についても会派に関する届や収支報告の様式から押印を廃止するもの
ー 可決

3
小美玉市議会委員会条例の一部を改正する
条例について

各常任委員会を均等化することにより、審議の充実を図るため、常任委員会の
所管を変更するもの

ー 可決

議案
番号

案　件　名 内　　　容 付託委員会
審議
結果

1

中華人民共和国新疆ウイグル自治区での人権侵害

に関して、被収容者の釈放や人権侵害を終わらせる

ための有効な手段をとるよう国連諸機関へ働きかけ

を求める意見書提出に関する請願採択の請願 

請 願 者 ： 公益社団法人ｱﾑﾈｽﾃｨ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ日本 水戸ｸﾞﾙｰﾌﾟ
           代表 望月 明
紹介議員 ： 長島　幸男

総務 採択

■請願（1 件）
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議会だより 第 65 号

1
令和３年度小美玉市一般会計補正予算

（第7号）について

[補正額]       　　  9億1,233万8千円

[補正後額]     　　266億6,025万7千円
ー 可決

2
監査委員の選任につき同意を求めること

について

監査委員辞職に伴い、 議会から選出する監査委員について
大槻良明氏を選任するため、 議会の同意を求めるもの

ー 同意

番号 案件名 内　　　容 付託 審議

第１回臨時会 (1月18日）　　審議結果等一覧（全2件）令和 4年

市議会のホームページから会議録を簡単に閲覧 ・ 検索

できます。「会議録の閲覧・検索」をクリックする

と検索画面に移ります。 日付や気になるキーワードな

どを入力すると簡単に検索できますので、 議会で何が

議論されているかぜひご覧ください。

会議録検索システムをご利用ください

 ▲提案者 （石井旭 副議長） による提案理由説明

「ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議」 可決

ウクライナ大使館へ人道的支援金を寄付

　 ロシアは、 去る２月２４日にウクライナへの侵攻を開始し、 軍の攻

撃による一般市民の犠牲が拡大している。

  国の主権や人々の自由、 生命を踏みにじる武力行使は、 断じて

許されるものではない。

　 ウクライナへの侵攻は、 国際社会の平和と秩序、 安全を脅かし、

国連憲章に違反する行為である。 また、 核兵器の使用を示唆し他

国をけん制する行為は、 非核平和都市を宣言する小美玉市として

許すことはできないものである。

　 よって、 小美玉市議会は、 ウクライナへの侵攻行為に対し厳重に

抗議し、 ロシアに対して軍を完全かつ無条件で即時に撤退させる

よう強く求める。 また、 日本政府に対しては、 国際社会と歩調を合

わせたロシアへの強力な制裁措置の実施及び在留邦人の安全確保

に全力を挙げつつ、 ウクライナからのロシア軍の完全撤退を断固と

して要求するよう強く求める。

決議内容

 　3月11日開催の本会議において、「ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議」を全会一致で可決しました。   

また、 ロシアによる軍事侵攻を受けているウクライナの人たちへの人道的支援として、 4 月 7 日ウクライナ大使館

へ 1 ０万円を寄付しました。 軍事侵攻により、 悲惨な苦しい環境のなかで生活しているウクライナ市民の方

を支援したいということから、 市議会全員が賛同しました。

　　審議結果
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  令和 4 年 3 月定例会

問　
　

事
業
実
施
場
所
と
本
年
度
予
算
の
増
額
補
正
理
由
は
。

答　
　

本
事
業
は
県
事
業
で
あ
る
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

　
　
　
　

の
事
業
費
を
一
部
負
担
す
る
も
の
で
、
現
在
は
高
崎

　
　
　
　

地
内
を
整
備
し
て
い
る
。
本
年
度
、
加
速
化
対
策
事

　
　
　
　

業
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
整
備
距
離
が
約
30
メ
ー

　
　
　
　

ト
ル
延
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
事
業
費
を
増

　
　
　
　

額
す
る
も
の
。

◆  

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
　
　
　
　
　
【議
案
第
１４
号
】

◆  

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
　
　
　
　    

【議
案
第
１４
号
】

　
問  

園
芸
リ
サ
イ
ク
ル
負
担
金
の
補
正
額
が
大
き
い
が

　
　
　

要
因
は
。　
　

答   

こ
の
事
業
は
平
成
22
年
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
る

　
　
　

上
小
岩
戸
地
区
の
畑
地
帯
で
、
区
画
の
整
備
は
、

　
　
　

概
ね
完
了
し
て
い
る
。
現
在
は
第
２
工
区
幹
線
道

　
　
　

路
整
備
を
実
施
し
て
い
る
が
、
本
年
度
予
定
し
て

　
　
　

い
た
道
路
改
良
工
事
の
用
地
買
収
が
難
航
し
て
い

　
　
　

て
、
来
年
度
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
本
年

　
　
　

度
の
事
業
費
を
減
額
す
る
も
の
。

産
業
建
設

（委　員）

◎長  島

〇長  津

   野　村

   田　村

   大  槻

   小　川

 　常任委員会 Q & A

　
　
　
　

【議
案
第
３
号
】

小美玉市議会は３つの常任委員会 （総務 ・ 文教福祉 ・ 産業建設） を設置しています。

議員はいずれかの委員会に属して議案審査にあたります。

３月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

問   �

実
際
に
補
助
金
を
出
し
て
い
る
が
、
条
例
制
定
前
は
ど

の
よ
う
な
審
査
を
し
て
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
団

体
や
金
額
等
を
決
め
て
き
た
の
か
。

答   �

平
成
20
年
度
の
審
議
会
で
は
、
全
て
の
も
の
を
調
査
し

た
。
当
時
は
１
１
７
件
ほ
ど
市
の
監
督
事
業
が
あ
り
、

継
続
す
る
も
の
が
60
件
、
そ
の
他
見
直
し
・
廃
止
等
５0

件
ほ
ど
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
審
議
会
で
の
審
査
で
は

な
く
、
毎
年
の
３
か
年
実
施
計
画
や
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
と
き
に
確
認
を
し
て
、
そ
の
際
に
見
直
し
の
事
務
的

確
認
を
し
て
い
た
。

　
　
　
　

【議
案
第
５
号
】

◆ 

小
美
玉
市
補
助
金
等
審
議
会
設
置
条
例
の
制
定

▲ 常任委員会での議案審査

◆ 

小
美
玉
市
職
員
の
倫
理
に
関
す
る
条
例
の
施
定

　
問   

内
部
通
報
受
付
窓
口
は
ど
の
よ
う
な
体
制
で
や
る
の
か
。

答   �

内
部
通
報
窓
口
は
、
庁
内
通
報
窓
口
と
し
て
人
事
課

内
に
設
置
す
る
通
報
窓
口
と
外
部
通
報
窓
口
と
し
て

外
部
の
専
門
家
に
お
願
い
す
る
予
定
で
あ
る
。
通
報
が

入
っ
た
際
に
は
調
査
し
て
、
小
美
玉
市
内
部
通
報
制
度

委
員
会
で
調
査
し
て
い
く
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

　
問   

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
７
名
は
適
正
な
人
数
な
の
か
。

答   ��

龍
ケ
崎
市
で
の
官
製
談
合
再
発
防
止
に
関
し
て
の
委
員

会
は
５
名
で
、
ほ
か
の
自
治
体
の
例
な
ど
を
参
考
に
し

て
、
７
名
以
内
で
組
織
す
る
と
し
た
。

◆ 

小
美
玉
市
長
等
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

総
　
務

（委　員）

◎植 木

〇香 取

   岩 本 

   石 井

   戸 田

　
　
　
　

【議
案
第
４
号
】

　
　
　
　

【議
案
第
３
号
】
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 　常任委員会 Q & A

問　

土
木
費
関
係
で
繰
り
越
し
事
業
が
数
件
あ
る
が

　
　
　

主
な
理
由
は
。

答  

国
の
補
助
事
業
に
よ
る
付
帯
工
事
の
追
加
や
、
軟

　

  　

弱
地
盤
解
析
を
進
め
る
中
で
追
加
の
地
質
調
査
等

　
　
　

が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
等
の
ほ
か
、
警
察
と
の
交
差

　
　
　

点
協
議
、
田
ん
ぼ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
確
認
、
残
土

　
　
　

搬
出
時
期
や
施
行
時
期
な
ど
、
地
元
と
の
協
議
に
時

　
　
　

間
を
要
し
た
た
め
事
業
繰
越
と
な
っ
た
。

◆ 

繰
越
明
許
費
補
正
　
　
　
　
　
　
　
　
【議
案
第
１4
号
】

▲ ドローン映像による市道確認

文
教
福
祉

（委　員）

◎村 田

〇島 田

   市 村 

   福 島

   谷 仲

問  �

条
例
で

「
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
」
と

「
い
じ

め
問
題
専
門
委
員
会
」
を
設
置
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、

各
々
の
対
応
と
役
割
は
。

答  �

対
策
連
絡
協
議
会
で
は
、
関
係
行
政
機
関
か
ら
の
直
近
の
情

報
等
の
交
換
を
行
い
、
学
校
現
場
の
校
長
等
も
参
加
を
し
た

上
で
、
現
状
、
学
校
に
お
け
る
取
組
で
課
題
と
な
る
部
分
に

対
す
る
助
言
を
い
た
だ
く
。
専
門
委
員
会
に
お
い
て
は
、
い

じ
め
が
起
こ
っ
た
場
合
の
対
応
な
ど
、
学
校
事
案
に
対
す
る

初
期
で
の
対
応
と
し
て
、
必
要
な
措
置
の
専
門
的
な
協
力
を

要
請
し
、
い
じ
め
事
案
に
対
す
る
再
発
防
止
に
向
け
、
被
害

児
童
等
へ
の
ケ
ア
、
加
害
児
童
等
へ
の
助
言
、
保
護
者
へ
の

助
言
も
含
め
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
再
発
防
止
に
つ

な
げ
て
い
く
。

◆ 

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
と
い
じ
め
問
題
専
門
委
員
会

　
　
　
　

【議
案
第
6
号
】

▲ 開校前の小川北義務教育学校を視察

◆ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

問  

タ
ク
シ
ー
券
発
行
枚
数
と
利
用
者
は
ど
の
程
度
な
の
か
。

答  �

初
回
接
種
で
は
、
１
２
６
２
人
に
５
０
４
８
枚
送
付
、

追
加
接
種
で
は
、
１
１
５
４
人
に
５
３
０
８
枚
送
付
し
、

使
用
枚
数
は
１
４
２
６
枚
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

【議
案
第
14
号
】

◆ 

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
方
式
の
変
更	

問  �

改
定
に
よ
り
、
負
担
が
増
え
る
と
い
う
方
が
ど
の
程
度

に
な
る
の
か
。

答  �

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
方
式
の
変
更
は
、
茨
城
県
の

国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
か
ら

保
険
料
水
準
の
均
一
化
に
向
け
、
県
内
全
市
町
村
に
お
い
て

３
方
式
か
ら
２
方
式
へ
統
一
す
る
も
の
。
変
更
に
よ
り

前
年
度
比
で
同
じ
所
得
と
人
数
構
成
で
比
較
す
る
と
、
全

世
帯
で
５３.

８
％
の
世
帯
が
減
額
と
な
り
、
増
額
と
な
る

世
帯
は
、
３
万
円
以
下
の
増
額
と
な
る
世
帯
が
42.

８
％

３
万
円
以
上
５
万
円
以
下
の
増
額
と
な
る
世
帯
が
２. ９
％
、

５
万
円
以
上
増
額
と
な
る
世
帯
が
0.5
％
と
試
算
し
て
い
る
。

　
　
　
　

【議
案
第
１２
号
】
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  令和 4 年 3 月定例会

議会構成 が 変更 になりました

■ 常任委員会

名　称 委員長 副委員長 委　員 所管部課

総　　務 植木　弘子 香取　憲一
岩本　好夫　　石井　旭

戸田　見良

市長公室、 企画財政部、 総務部

市民生活部、 会計課、 議会事務局

監査委員事務局

文教福祉 村田　春樹 島田　清一郎
市村　文男　　福島 ヤヨヒ

谷仲　和雄　  

保健衛生部、 福祉部

教育委員会、 文化スポーツ振興部

産業建設 長島　幸男 長津　智之
野村　武勝　　田村　昌男

小川　賢治　　大槻　良明

産業経済部、 都市建設部、 水道局

農業委員会事務局、 防災管理課

消防本部

　 議員辞職により欠員が生じたため、 常任委員会等の構成が変わりました。

　 また最終日には、小美玉市議会委員会条例の一部を改正する条例について議員発議し、常任委員会を均等化することにより、

審議の充実を図るため、 消防本部および防災管理課が総務常任委員会から産業建設常任委員会へと変更となりました。

■ 特別委員会

名　称 委員長 副委員長 委　員

広 報 植木　弘子 戸田　見良 島田 清一郎　 長津　智之   香取　憲一

茨 城 空 港 周 辺
地 域 振 興 対 策

市村　文男 島田　清一郎
野村 武勝   大槻 良明   福島 ヤヨヒ  谷仲 和雄

村田 春樹   長津 智之

百 里 基 地 対 策 石井　旭 戸田　見良
市村 文男   田村 昌男   小川 賢治   岩本 好夫   長島 幸男

植木 弘子   香取 憲一  

議 会 活 性 化 植木　弘子 村田　春樹
長島 幸男　 石井　旭     島田 清一郎   長津 智之 

香取 憲一   戸田 見良

■ 議会運営委員会

名　称 委員長 副委員長 委　員

議 会 運 営 市村　文男 田村　昌男
岩本  好夫  　 長島　幸男　 　植木  弘子    村田　春樹

島田　清一郎　 　     （委員外）　石井　旭

議員辞職
　

木村 喜一氏 (2 月１７日付）、 幡谷 好文氏

（２月 18 日付） が、 一身上の都合により

議員を辞職しました。

（現議員の任期：令和5年11月30日まで） 木村 喜一 氏 幡谷 好文 氏
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議会だより 第 65 号

Ｑ 

健
全
な
組
織
風
土
の
醸
成
は
、
『
管

理
職
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
責
任

感
』
の
も
と
公
平
適
正
な
人
事
と
そ
の

評
価
が
成
さ
れ
れ
ば
強
い
倫
理
観
が
醸

成
さ
れ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

Ａ 

市
長　

管
理
職
研
修
に
よ
り
倫

理
観
の
涵
養
及
び
保
持
に
努
め
る

と
と
も
に
、
部
下
へ
の
指
導
、
教

育
や
適
正
な
人
事
評
価
な
ど
管
理

職
と
し
て
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

ま
た
、
組
織
風
土
の
醸
成
に
は
公

務
員
と
し
て
の
立
場
を
改
め
て
認

識
を
し
、
法
令
に
基
づ
き
適
正
に

職
務
を
遂
行
し
て
い
く
意
識
と
、

職
務
外
で
も
法
令
、
社
会
規
範
な

ど
に
率
先
し
て
遵
守
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
職
員
の
倫

理
意
識
だ
け
に
頼
っ
た
再
発
防
止

の
取
組
で
は
、
完
全
に
不
正
を
根
絶

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
、

違
法
行
為
を
行
お
う
と
し
て
も
行
え

な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
や
制
度
を
構

築
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
不
可
欠
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
と
し
て
、
提

言
書
の
物
理
的
再
発
防
止
策
及
び

技
術
的
再
発
防
止
策
に
掲
げ
て
い

る
施
錠
保
管
や
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク

な
ど
の
盗
難
防
止
策
や
生
態
認

証
機
能
の
導
入
な
ど
に
着
手
を
し

て
、
倫
理
意
識
の
高
揚
と
シ
ス
テ

ム
構
築
と
い
う
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト

面
と
ハ
ー
ド
面
の
両
面
か
ら
再
発
防

止
策
に
取
り
組
み
、
健
全
な
組
織

風
土
の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ 

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
及
び
実
施
計
画

の
策
定
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

導
入
と
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
人
件
費
の
削

減
が
出
来
る
の
か
伺
う
。

Ａ 

市
長　

積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化
に

よ
る
人
件
費
の
削
減
が
図
ら
れ
、
ま
た

捻
出
さ
れ
た
時
間
を
活
用
し
、
窓
口

業
務
な
ど
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

Ｑ 

『
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
』

ス
タ
ー
ト
し
た
建
築
系
個
別
施
設

計
画
の
市
民
へ
の
周
知
や
対
応
は

十
分
に
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ 

市
長　

計
画
の
基
本
方
針
で
具
体

的
な
計
画
の
実
現
に
向
け
て
は
市
民
と

協
働
で
推
進
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
施
設
の
再
編
を
実
行
に
移
す
段
階
に

お
い
て
は
市
民
と
十
分
に
意
見
を
交
わ

し
た
上
で
計
画
を
推
進
し
て
い
く
。

Ｑ 

市
の
学
校
教
育
と
し
て
の
統
一
し

た
方
向
性
が
無
く
、
旧
美
野
里
地
区
の

み
統
合
で
な
い
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

が
普
及
せ
ず
、
ま
た
小
中
一
貫
と
統
合

と
に
分
か
れ
て
計
画
性
の
甘
さ
を
感
じ

て
い
る
が
見
解
を
伺
う
。

Ａ 

市
長　

市
内
全
て
の
学
校
で
小
中

一
貫
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
が
統
一

し
た
方
向
性
。
美
野
里
地
区
で
統
廃

合
が
行
わ
れ
る
際
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
を
考
え
て
い
く
。
今
後
は
状
況

の
見
え
る
化
、
情
報
発
信
な
ど
さ
ら

な
る
工
夫
を
し
な
が
ら
、
市
民
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

令 和 会石　井　　旭 

　　 代表質問

公務員倫理を遵守する意識の高揚と
　　　　健全な組織風土の醸成の取組みは

会派を代表した議員が、 市長の施政方針や予算編成方針に対して

行う質問を代表質問といいます。 通常、 第 1 回定例会または市長

改選後の最初の定例会で行われます。代表質問

　　  会派紹介

会派構成 が 変更 になりました

令　和　会

 　 ◎ 石井　旭

  　 　荒川　一秀

 　　　長島　幸男

  　　 島田　清一郎

 　 　 長津　智之

 　　　香取　憲一

　     戸田　見良

◎会派代表者　　R4.4.1 時点 / 欠員 3名

同　士　会

  　◎ 岩本　好夫

 　　  野村　武勝

  　　 小川　賢治

 　　  谷仲　和雄

小美玉市公明党

　 　 植木　弘子

おみたま共産党

　福島　ヤヨヒ

　   　真　政　会

   ◎村田　春樹

　    市村　文男

　    田村　昌男

 　   大槻　良明

※
代
表
質
問
の
掲
載
記
事
は
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。
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  令和 4 年 3 月定例会

※
一
般
質
問
の
掲
載
記
事
は
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

皆さんの生活にかかわる大切な内容について、

市議会議員が市に対して行う質問です。

一般質問

市
政
を
質た

だ

す
！

 ９名

    ※質問順

谷仲　和雄

石井 旭

長島　幸男

戸田　見良

長津　智之

植木　弘子

福島　ヤヨヒ

島田　清一郎

小川　賢治

P １5 

P 16

P 17

P 18

P 19

一般質問

同 士 会 谷 仲  和 雄

代表質問

ポストコロナの時代を見据え行財政改革を
　進めるとともに新たに取り組むべき課題は

Ｑ 

第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
策
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て

前
期
基
本
計
画
の
実
効
性
と
実
績

の
分
析
評
価
を
踏
ま
え
、
ビ
ル
ド
ア

ン
ド
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
発
想
が
必
要
と

も
考
え
る
が
、
所
見
を
求
め
る
。

Ａ 

市
長　

第
４
次
行
財
政
改
革
大

綱
や
各
所
管
策
定
の
個
別
計
画
な

ど
を
踏
ま
え
、
事
業
の
必
要
性
、

重
要
性
、
緊
急
性
等
を
総
合
的
に

精
査
の
う
え
、
計
画
案
の
策
定
を
進

め
て
い
く
。
感
染
症
の
脅
威
を
見
据

え
た
新
た
な
行
政
運
営
な
ど
も
視

野
に
入
れ
、
本
市
の
将
来
像
の
実
現

に
向
け
て
策
定
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ 

県
総
合
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
県
内
延
伸
４

方
面
案
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
中

に
延
伸
方
面
の
一
本
化
を
図
る
と
い

う
動
き
を
踏
ま
え
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
茨
城
空
港
延
伸
に
向
け
た
取

組
方
針
に
つ
い
て
所
見
を
求
め
る
。

Ａ 

市
長　

延
伸
に
は
国
の
支
援
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
国
へ
の
要

望
活
動
を
よ
り
多
く
の
沿
線
自
治
体

で
行
う
こ
と
が
重
要
。
ま
た
、
沿
線

自
治
体
と
の
議
論
を
積
極
的
に
交
わ

す
場
を
設
け
る
こ
と
も
必
要
。
市
は

水
戸
市
を
中
心
と
し
た
県
央
地
域
連

携
中
枢
都
市
圏
形
成
で
の
広
域
的
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業

に
よ
り
、
新
た
な
公
共
交
通
に
関
す

る
研
究
や
要
望
活
動
を
推
進
す
る

事
業
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
戸
市
へ

協
力
を
求
め
て
い
く
。
茨
城
空
港
へ
の

Ｔ
Ｘ
延
伸
ル
ー
ト
の
優
位
性
や
必
要

性
を
広
く
周
知
を
し
、
市
民
の
期
待

感
を
高
め
、
今
後
も
議
会
期
成
同
盟

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
む
。

Ｑ 

Ｄ
Ｘ
の
活
用
に
よ
り
行
政
の
在

り
方
を
根
本
か
ら
見
直
す
よ
い
機
会

と
も
捉
え
る
が
、
所
見
を
求
め
る
。

Ａ 

市
長　

令
和
４
年
度
は
Ｄ
Ｘ
検

討
支
援
業
務
と
し
て
業
務
の
可
視

化
及
び
課
題
の
抽
出
、
解
決
策
の

提
案
を
行
う
業
務
改
善
調
査
を
実

施
す
る
予
定
。
そ
の
中
で
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
在
り
方
に

つ
い
て
も
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ 

対
話
と
協
調
を
基
本
理
念
に
、

市
発
展
の
礎
を
築
い
た
島
田
穣
一

市
長
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
想

い
を
伺
う
。

Ａ 

市
長　

合
併
後
の
４
期
16
年
、

市
政
運
営
を
担
っ
て
き
た
中
で
、
そ

の
時
代
に
沿
っ
た
行
政
課
題
が
あ

り
、
ま
た
少
子
高
齢
化
を
迎
え
る

中
で
、
将
来
を
見
据
え
た
様
々
な

施
策
を
継
続
的
か
つ
新
た
な
発
想
を

持
っ
て
取
組
ん
で
き
た
。
私
の
想
い

は
、
住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
一
人
一

人
が
誇
れ
る
小
美
玉
市
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
に

輝
き
続
く
こ
と
を
心
か
ら
願
う
。
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議会だより 第 65 号

　　一般質問

戸 田　見 良

長 島　幸 男

Ｑ
　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
借
地
の
見
直
し

は
。
具
体
的
な
取
組
内
容
と

推
進
は
。
（
現
在
の
借
地
料
は

３
千
３
百
万
円
）

Ａ 

総
務
部
長　

「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
「
建
築
物
系

個
別
施
設
計
画
」
を
策
定
し
、

基
本
方
針
に
今
後
も
安
定
し

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
も
、
借
地
の
解
消

及
び
公
用
財
産
取
得
へ
の
転

換
や
、
跡
地
・
遊
休
地
を
売
却
・

賃
借
し
、
施
設
の
更
新
費
用

に
充
当
す
る
な
ど
に
よ
り
、

資
産
の
長
期
的
か
つ
安
定
的

な
運
用
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
第
４
次
行
財
政
改
革
の

基
本
施
策
と
し
て
借
地
の
見
直

し
を
推
進
し
、
積
極
的
な
返
還

及
び
買
取
に
よ
り
借
地
料
の
縮

減
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
毎

年
度
、
現
状
把
握
の
た
め
の
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
借
地
料
が

年
間
100
万
円
以
上
の
施
設
は
、

や
す
ら
ぎ
の
里
小
川
や
小
川
文

化
セ
ン
タ
ー
ア
ピ
オ
ス
な
ど
10

施
設
あ
り
、
こ
れ
ら
の
見
直
し

は
、
現
在
所
管
課
の
検
討
段
階

で
あ
り
、
交
渉
ま
で
至
っ
て
い

な
い
。
今
後
全
庁
的
な
取
組
み

と
し
て
推
進
し
て
い
く
。

Ｑ 

補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と
成
果
は
。

Ａ 

総
務
部
長　

平
成
20
年
度

に

「補
助
金
等
審
議
会
」
で
、

市
単
独
補
助
金
の
一
斉
見
直

し
を
行
い
、
そ
の
後
は
、
一

定
の
年
数
を
経
過
し
た
も
の

に
つ
い
て
は
廃
止
・
休
止
の

検
討
を
所
管
課
に
指
示
し
、

状
況
を
確
認
し
て
い
る
が
、

見
直
し
の
事
務
的
フ
ロ
ー
が

確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
格

的
な
見
直
し
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
今
後
は
、
市
単
独
補

助
金
10
％
削
減
目
標
を
設
定

し
て
お
り
、
補
助
金
等
審
議

会
を
再
度
立
ち
上
げ
、
実
施

計
画
期
間
内
で
の
補
助
金
の

適
正
化
・
見
直
し
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

要
望
　
補
助
金
交
付
規
則
・

交
付
基
準
方
針
に
基
づ
き
、

単
に
廃
止
や
削
減
と
い
う
こ

と
を
目
的
で
は
な
く
、
必
要

性
と
効
果
を
確
認
し
、
市
民

が
納
得
す
る
補
助
金
制
度
の

し
っ
か
り
し
た
運
用
を
図
っ

て
ほ
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
制
度

の
拡
充
に
つ
い
て

・
現
在
の
状
況
や
推
進
策

国
道
６
号
と
小
美
玉
市
に
つ
い
て

Ｑ 

国
道
６
号
千
代
田
石
岡

バ
イ
パ
ス
開
通
後
に
お
け
る

玉
里
地
区
の
地
域
振
興
や
小

美
玉
市
と
し
て
の
取
組
に
つ

い
て
所
見
を
伺
う
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

バ
イ
パ

ス
開
通
後
は
、
小
美
玉
市
玉

里
地
域
へ
の
流
入
人
口
が
見

込
ま
れ
、
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り

ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
利
用
促
進

や
普
及
活
動
を
県
と
連
携
を

図
り
推
進
す
る
こ
と
が
有
効

で
あ
る
。
石
岡
市
や
関
係
部

局
と
連
携
を
図
り
広
域
的
な

計
画
を
策
定
で
き
る
よ
う
に

働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長
　
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
を
活
用
し
、
優

遇
制
度
や
イ
ン
フ
ラ
の
充
実

を
ア
ピ
ー
ル
し
努
め
る
。
投

資
し
た
い
と
思
う
条
件
は
、

行
政
の
き
め
細
や
か
な
支
援

と
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
の
充

実
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、

企
業
誘
致
に
努
め
て
い
き
た

い
。

意
見

◆
企
業
誘
致
に
重
要
な
事

企
業
に
投
資
し
た
い
と
思
わ

せ
る
風
土
を
つ
く
る

○
気
さ
く
な
行
政
・
地
元
民

間
企
業
は
ス
ピ
ー
ド
重
視

○
外
部
人
材
に
任
せ
な
い
自

前
主
義

○
地
元
に
限
定
せ
ず
に
全
国

展
開
の
視
点

○
集
ま
る
か
ら
こ
そ
、
さ
ら

に
集
ま
る

○
若
者
の
成
長
機
会
を
創
造

（
高
校
・
専
門
・
大
学
イ
ン

タ
ー
ン
を
受
け
入
れ
る
）

そ
の
他
の
質
問

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
対
策
に

重
き
が
置
か
れ
て
い
た
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て
等
ほ
か

国道６号千代田石岡バイパス開通後における玉里地区の地域振興は

借地解消のため、 積極的な返地及び買取等により借地料の縮減に取組む

公共施設の借地の見直しは

人
口
減
少
と
小
美
玉
市
に
つ
い
て

Ｑ 

小
美
玉
市
企
業
誘
致
推
進

の
見
直
し
は
。
民
間
企
業
が

小
美
玉
市
と
組
み
た
い
、
投

資
し
た
い
と
思
う
条
件
は
。

つくば霞ヶ浦りんりんロードの利用促進や普及活動を県と連携していく

▲整備中の国道 6 号千代田石岡バイパス
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  令和 4 年 3 月定例会

　　一般質問

福 島　ヤヨヒ

谷 仲　和 雄
Ｑ 

障
が
い
児
施
設
と
事
業

の
一
元
化
に
よ
り
、
通
所
系

の
児
童
発
達
支
援
や
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
民
間

事
業
者
が
運
営
す
る
施
設

が
機
能
し
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
、
民
間
の
①

「
児
童
発

達
支
援
事
業
」
の
部
分
に
地

域
支
援
の
②

「
保
育
所
等

訪
問
支
援
」
と
③

「
相
談

支
援
」
を
加
え
る
こ
と
で
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
が
可
能
と

な
り
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
機
能
が
果
た

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
療

育
の
推
進
に
必
要
不
可
欠
な

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
・
運
営
方
法
に
つ
い
て
、

民
間
活
力
導
入
の
可
能
性

及
び
近
隣
自
治
体
と
の
広
域

連
携
等
も
視
野
に
入
れ
た
調

査
・
検
討
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

Ａ 

福
祉
部
長　

児
童
発
達
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
施

設
に
保
育
所
等
訪
問
支
援
と

相
談
支
援
を
加
え
る
こ
と
で

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と

す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で

あ
る
。
広
域
連
携
に
つ
い
て

は
、
国
の
指
針
に
お
い
て
圏

域
で
の
設
置
も
差
し
支
え
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
広

域
で
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
民

間
事
業
者
等
の
動
向
を
注
視

し
、
必
要
に
応
じ
て
近
隣
自

治
体
と
協
議
し
た
い
。
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
各

関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層

強
化
す
る
こ
と
や
民
間
活
力

導
入
や
広
域
連
携
な
ど
の
整

備
手
法
等
を
含
め
、
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
う
具

体
的
な
機
能
な
ど
を
考
慮
の

う
え
整
備
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

Ｑ 

子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。
コ
ロ
ナ
の
た
め
休
校

や
学
級
閉
鎖
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
給
食
費
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
学
校
の
都
合
で

食
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
給
食

を
無
償
に
し
て
欲
し
い
が
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長　

子
ど

も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
12
歳

以
上
が
約
80
％
、
2
回
接

種
し
て
い
る
。
12
歳
未
満
に

は
接
種
券
を
送
付
、
予
約

受
付
後
3
月
14
日
か
ら
接

種
開
始
し
て
い
る
。
給
食
費

の
無
償
化
は
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。

Ｑ 

文
化
で
ま
ち
づ
く
り
構

想
の
今
後
の
進
め
方
を
ど
の

よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
っ
た

地
域
も
含
め
た
様
々
な
祭

り
や
文
化
活
動
な
ど
も
、
支

援
し
て
欲
し
い
。

Ａ 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長

こ
れ
か
ら
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
学
校
や
地
域
に
送
り
出
す

事
業
を
続
け
て
い
く
。
地
域

で
守
ら
れ
て
き
た
文
化
活
動

も
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く

支
援
を
行
う
。

Ｑ 

小
川
総
合
支
所
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
を
願
う
。
他
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
あ
る
施
設
を

も
っ
と
活
用
で
き
る
よ
う
に
。

Ａ 

市
民
生
活
部
長　

小
川
庁

舎
で
2
階
に
用
事
の
あ
る
方

で
障
が
い
な
ど
あ
る
方
へ
の
対

応
は
職
員
が
1
階
で
行
っ
て
い

る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
今

後
検
討
し
て
い
く
。
玉
里
総

合
支
所
な
ど
の
活
用
を
柔
軟

に
対
応
し
て
い
る
状
況
。

Ｑ 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
の
施
策
の
進
捗
状
況
と
し

て
、
消
防
署
の
女
性
職
員
採
用

の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、

対
応
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。
市

で
も
女
性
の
目
線
で
仕
事
を
推
進

す
る
た
め
、
女
性
の
部
長
の
誕
生

を
切
に
願
っ
て
い
る
が
答
弁
を
。

Ａ 

総
務
部
長
　
消
防
職
員
の
女

性
採
用
に
は
子
育
て
中
で
も
働

け
る
環
境
づ
く
り
、
ハ
ー
ド
面
や

ソ
フ
ト
面
の
整
備
を
考
え
て
い
き

た
い
。
女
性
の
管
理
職
登
用
に

は
男
女
の
区
別
な
く
公
正
公
平

に
評
価
し
、
部
下
の
管
理

・
指

導
力
協
調
力
な
ど
総
合
的
に
考

慮
判
断
し
て
い
る
。
人
材
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
バ
ラ
ン

ス
な
ど
適
切
に
図
っ
て
い
く
。

療育に必要な児童発達支援センターの設置は

男女の区別なく公正公平に評価し総合的に判断する

男女共同参画社会実現としての女性部長誕生を願う

▶

「平
成
24
年
児
童
福
祉
法
改
正
に
伴
う　
　

       

    

障
が
い
児
施
設
と
事
業
の
一
元
化
」
よ
り

具体的機能を考慮のうえ整備することが必要
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議会だより 第 65 号

　　一般質問

島 田  清一郎

県道紅葉石岡線までの区間の早期供用開始の時期を見極めながら、 検討していく

中央線の延伸を提案する 『メロンロード』更には『県道・大和田羽生線』まで！

石 井　旭

Ｑ 

羽
鳥
小
学
校
の
プ
ー
ル
は

使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
撤

去
し
て
敷
地
の
有
効
利
用
を

図
る
べ
き
で
は
。

Ａ 

教
育
部
長　

令
和
元
年
度

ま
で
は
使
用
し
て
い
た
。
令

和
４
年
度
か
ら
は
、
美
野
里

中
学
校
を
除
く
市
内
の
小
中

学
校
に
お
い
て
は
、
小
川
ま

た
は
玉
里
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

の
水
泳
学
習
を
実
施
し
て
い

く
。
羽
鳥
小
学
校
の
プ
ー
ル

は
、
速
や
か
に
解
体
撤
去
し
、

校
地
の
有
効
活
用
を
図
る
。

Ｑ 

そ
・
ら
・
ら
の
管
理
運

営
に
つ
い
て

①
設
置
目
的
で
あ
る
地
域
再

生
拠
点
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
を
意
味
す
る
か
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長
　
市
内
外

か
ら
訪
れ
る
方
々
に
、
本
市

の
価
値
を
発
信
し
、
小
美
玉

市
な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し

を
行
い
、
交
流
人
口
の
拡
大

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

を
目
指
し
た
拠
点
施
設
。

②
小
美
玉
市
ま
ち
づ
く
り
構

想
基
本
計
画
の
中
の
そ
ら
ら

拡
張
構
想
の
基
本
計
画
と
地

域
再
生
拠
点
施
設
の
整
合
性

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長　

そ
ら
ら

拡
張
構
想
の
基
本
計
画
は
、

地
域
の
農
と
食
か
ら
持
続
可

能
な
地
域
再
生
を
目
指
す
と

し
て
お
り
、
「
そ
・
ら
・
ら
」

の
魅
力
向
上
に
向
け
た
機
能

強
化
の
検
討
を
し
て
い
る
の

で
、
地
域
再
生
拠
点
施
設
の

考
え
方
と
、
整
合
性
が
図
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

③
そ
ら
ら
拡
張
構
想
に
よ
る

設
備
投
資
の
財
源
の
確
保
と

事
業
効
果
の
見
込
み
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長

　
防
衛
省

の
補
助
事
業
で
あ
る
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
の
活
用
を
見

込
ん
で
い
る
。
効
果
の
見
込
み

は
、
基
本
計
画
策
定
の
中
で

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
整

備
後
に
利
用
頻
度
が
確
実
に

増
え
る
と
の
回
答
が
８３
・
８
％

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
構
想

の
４
つ
の
構
想
が
実
現
す
る
こ

と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
拡

大
と
地
域
の
活
性
化
に
大
き

な
効
果
が
発
現
で
き
る
。

要
望　

こ
の
計
画
が
将
来
の

小
美
玉
市
の
負
の
遺
産
と
な

ら
な
い
よ
う
十
分
な
検
討
を
。

Ｑ 

中
央
線
の

『
紅
葉
石
岡
線
』

へ
の
開
通
が
見
え
て
き
て
防
衛

補
助
金
を
活
用
し
、
『
メ
ロ
ン

ロ
ー
ド
』
更
に
は
、
『
県
道

・
大

和
田
羽
生
線
』
ま
で
延
伸
を
提

案
す
る
。
羽
鳥
駅
ま
で
一
直
線

と
な
る
。
見
解
を
伺
う
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

小
美
玉
中

央
線

（
市
道
小
１
０
９
１
１
号
線
）

は
、
世
楽
地
内
の
農
免
道
路
か
ら

県
道
紅
葉
石
岡
線
ま
で
の
2.5
ｋ
ｍ
の

幹
線
道
路
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

る
。
今
後
は
、
佐
才
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
付
近
か
ら
県
道
紅
葉
石
岡

線
の
区
間
で
、
令
和
４
年
度
か
ら
防

衛
省
の
民
生
安
定
施
設
整
備
事
業

費
補
助
金
を
活
用
し
、
用
地
買
収

を
進
め
て
い
く
。
用
地
買
収
の
進
ん

だ
区
間
か
ら
順
次
工
事
実
施
す
る

予
定
。
小
美
玉
中
央
線
の
県
道
大

和
田
羽
生
線
ま
で
の
延
伸
は
、
本

路
線
が
常
磐
線
の
羽
鳥
駅
に
直
結

す
る
道
路
で
あ
り
、
そ
の
延
伸
に
よ

り
利
便
性
の
向
上
や
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
な
が
る
有
効

な
道
路
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
、
現
在
整
備
を
進
め
て
い
る

県
道
紅
葉
石
岡
線
ま
で
の
区
間
の

早
期
の
供
用
開
始
の
時
期
を
見
極

め
な
が
ら
、
将
来
交
通
量
や
整
備

費
用
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ 

『
空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
の

開
通
』
に
伴
い
市
道
路
線
の

拡
充
と
し
て
、
『
柴
高
街
道
』

の
整
備
を
提
案
す
る
。
交

通
量
も
多
く
中
央
線
と
の
連

携
も
図
ら
れ
、
側
溝
や
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
の
整
備
を
提
案

す
る
。
見
解
を
伺
う
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

道
路
の

現
状
は
、
幅
員
は
概
ね
６
ｍ

前
後
で
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
や

路
面
排
水
の
た
め
の
側
溝
は

部
分
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
交
通
量
が
多
く
、

幅
員
が
４
ｍ
の
狭
い
区
間
が

多
い
柴
高
地
内
の
県
道
上
吉

影
岩
間
線
の
交
差
点
か
ら
西

郷
地
の
旧
国
道
６
号
ま
で
の

約
1.7
ｋ
ｍ
に
つ
い
て
道
路
改
良

事
業
を
進
め
て
い
る
。
長
期

的
に
は
茨
城
空
港
ア
ク
セ
ス

道
路
や
国
道
６
号
小
美
玉
道

路
な
ど
の
幹
線
道
路
網
の
計

画
・
整
備
に
よ
り
、
将
来
交

通
量
の
変
化
に
対
応
で
き
る

道
路
規
格
の
検
討
や
優
先
度

な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

短
期
的
に
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
や
路
面
の
排
水
対
策
な
ど

の
局
所
的
な
対
策
に
努
め
て

い
く
。

校地の有効活用、 持続可能な地域再生を目指す

羽鳥小学校プール撤去 と そらら拡張計画について

17



  令和 4 年 3 月定例会

小 川  賢 治

Ｑ 

小
美
玉
市
の
人
口
状
況
を
伺
う
。

①
総
人
口
の
推
移
は
。

Ａ 

企
画
財
政
部
長　

２
０
２
０

年
１０
月
１
日
現
在
４
８
８
７
０
人
で

2
０
４
０
年
で
４
６
０
０
０
人
と
推

計
さ
れ
る
。

②
地
区
別
人
口
の
推
移
は
。

Ａ 

企
画
財
政
部
長
　
２
０
１
５

年
と
２
０
２
０
年
の
国
勢
調
査
の
推

移
を
見
る
と
小
川
地
区
１
３
４
５

人
減
少
で
マ
イ
ナ
ス
7.5
％
、
美
野
里

地
区
で
８
４
９
人
減
少
で
マ
イ
ナ
ス

3.3
％
、
玉
里
地
区
は
４
５
２
人
減
少

で
マ
イ
ナ
ス
5.5
％
で
あ
っ
た
。

③
自
然
増
減
と
社
会
増
減
は
。

Ａ 

企
画
財
政
部
長

　
出
生
数

の
減
少
が
大
き
く
、
晩
婚
化

や
未
婚
率
の
上
昇
な
ど
も
大

き
く
影
響
し
て
い
る
。
ま
た
、

転
出
が
転
入
を
上
回
っ
て
お

り
、
市
全
体
の
転
出
を
抑
制

し
、
社
会
稼
働
率
の
改
善
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

④
人
口
減
少
が
市
税
額
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

企
画
財
政
部
長　

市
税
収
入

の
う
ち
個
人
市
民
税
が
占
め
る

割
合
は
34
％
。
老
年
人
口
の
増

加
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
拡
大

等
に
よ
り
支
出
増
加
が
見
込
ま

れ
る
な
ど
、
市
政
運
営
に
大
き

な
影
響
が
出
る
と
想
定
さ
れ
る
。

Ｑ 

市
の
め
ざ
す
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

①
健
康
寿
命
の
重
点
的
な
取

組
み
を
伺
う
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長

　
本
市
に
お
い
て

医
療
費
が
増
大
し
て
い
る
糖
尿
病
、

高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
を
重
点
課

題
と
し
、
健
康
づ
く
り
事
業
及
び
介

護
予
防
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
本
市
取
組
み
の
具
体
策
は
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長
　
令
和
４
年
度
か

ら
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
75
歳
以

上
を
対
象
と
し
た
高
齢
者
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
事
業

と
し
て
、
健
康
状
態
が
確
認
で
き
な
い

方
の
実
態
把
握
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
健
康
づ
く
り
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
、
市
民

・
地
域
主
体
の
健
康

づ
く
り
推
進
の
取
組
み
を
伺
う
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長　

健
康
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
食
生
活
改
善

や
運
動
の
普
及
な
ど
、
老
人
ク
ラ

ブ
や
地
区
サ
ロ
ン
の
参
加
者
に
普

及
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

小美玉市の将来人口の推計は

植 木  弘 子

帯状疱疹ワクチン接種の積極的促進を求む

Ｑ 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
濃
厚
接

触
者
を
含
む
自
宅
療
養
者
へ

の
支
援
対
策
に
つ
い
て

Ａ 

保
健
衛
生
部
長　

一
定
の

条
件
の
も
と
に
食
料
品
及
び

日
常
品
等
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
生
活
支
援
に
つ
い
て

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内

し
て
い
る
。

Ｑ 

５
歳
か
ら
11
歳
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

Ａ 

保
健
衛
生
部
長 

小
児
に

接
種
す
る
場
合
、
小
児
科

の
医
師
、
看
護
師
の
確
保
が

非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
県
主
導
に
よ
り

広
域
的
な
接
種
会
場
の
設
置

と
県
内
定
期
予
防
接
種
広

域
事
業
と
同
等
の
取
扱
い
を

出
来
る
こ
と
等
の
要
望
を
実

施
。
そ
の
後
、
医
師
確
保
が

で
き
、
４
月
か
ら
市
の
集
団

接
種
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

Ｑ 

高
齢
化
の
進
展
、
さ
ら

に
コ
ロ
ナ
禍
で
以
前
よ
り
外

出
を
控
え
る
生
活
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
帯
状
疱
疹

が
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る

認
知
度
が
低
い
。
市
民
の
健

康
を
守
り
、
医
療
費
軽
減

に
つ
な
げ
る
た
め
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を

積
極
的
に
促
進
す
べ
き
。
ま

た
、
費
用
の
助
成
を
検
討
す

べ
き
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長　

ま
ず
は

帯
状
疱
疹
及
び
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
正
し
い
情
報
を

発
信
し
、
効
果
や
副
反
応
な

ど
に
つ
い
て
、
十
分
理
解
し

た
上
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希

望
者
が
き
ち
ん
と
選
択
出
来

る
よ
う
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
助
成
に
つ
い
て
、

国
の
定
期
化
に
向
け
た
動
き

が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国

県
及
び
近
隣
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
、
調
査
研
究
し
て

い
く
。

要
望　

医
療
費
、
介
護
費
負

担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
問
題

の
た
め
、
市
独
自
の
事
業
と

し
て
助
成
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇 

交
通
弱
者
へ
の
支
援

〇 

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
デ
バ

イ
ス
に
関
す
る
支
援

▲公民館での介護予防講座

　　一般質問

将来人口の目標値は 2040 年で 46,000 人

正しい情報を発信、 啓発活動に取り組んでいく
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議会だより 第 65 号

・ �ＴＸの茨城空港延伸実現に向けて、 これからも要望活動

頑張って下さい。   （高崎 ・ Ｓさん）

・ �このコロナの中、 成人を迎えられたこと大変嬉しく思い

ます。 わが家にも孫が長野県から戻り式に出席でき、

　家族一同大変嬉しい思い出になりました。 （倉数・Ｎさん）

・ �県内においても、 コロナウイルスの感染が再拡大するなか

であります。 学校での教育 ・ 経済活動などコロナウイルス

と共存しながら生活ができるよう、 今後ともお力添えい

ただきたいです。   （中台 ・ Ａさん）

・ �たくさんの茨城空港のことを書いてもらいたい。

  年に何回かスカイマークにお世話になってます。

  子どもが兵庫県にいるので。   （田木谷 ・ Ｅさん）

・ �第８代新議長ファイト （議会） 早くコロナから穏和な生活

に戻ることを祈願する限りです。   （高崎 ・ S さん）

市民の声

たくさんのご意見、 ご感想ありがとうございました。

プレゼントクイズ

第 63 回 プレゼントクイズ

今回の議会だより第 65 号の中から、 問題を３つ出題します。

正解した方の中から抽選で、 10 名の方にキャトル ・ セゾンと空の

えき　そ ・ ら ・ ら　レストラン （ちゃあしゅう貴族） で利用できる

食事券 （2,000 円分） をプレゼントします。 ぜひご応募ください！

問①　令和4年度一般会計当初予算〇〇〇億円を可決

問②　新年度予算は〇〇〇〇委員会で審査を実施

問③　次回6月定例会の開会予定日は6月〇日

◇応募方法　�はがき・FAX などで、住所、氏名、クイズの答えを明記

してご応募ください。また、議会や本紙に対するご意見

やご感想をあわせてお寄せください。

◇締め切り　令和４年５月 31 日（火）まで

　　　　　　＊当日消印有効

◇応募先　  〒 319-0192　小美玉市堅倉 835

            小美玉市役所議会事務局宛　FAX ：0299-48-1199

◇その他　　�応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用し

ません。当選者発表は食事券の発送をもってお知らせします。

◆第 62 回クイズの正解：  問① 22　問② ７　　問③ ９

応募用 QR

　　一般質問

長 津　智 之

５歳から 11 歳までの小児向けワクチン接種の開始時期は

Ｑ 

本
市
に
お
け
る
5
歳
か
ら

11
歳
ま
で
の
接
種
対
象
者
は

何
名
か
。
ま
た
、
使
用
ワ
ク

チ
ン
名
、
接
種
回
数
お
よ
び

接
種
会
場
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長　

対
象
者

数
は
約
２
，
６
５
０
人
。
使

用
ワ
ク
チ
ン
は
小
児
用
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
製
。
接
種
回
数
は

２
回
。
接
種
会
場
は
県
の
大

規
模
接
種
会
場
、
市
内
個
別

接
種
は
小
美
玉
市
医
療
セ
ン

タ
ー
、
小
川
南
病
院
、
け
や

き
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
市
内
集
団

接
種
は
、
４
月
か
ら
医
師
確

保
が
出
来
た
の
で
、
現
在
進

め
て
い
る
。

Ｑ 

接
種
を
受
け
た
あ
と
副

反
応
が
起
き
た
場
合
の
相
談

窓
口
は
ど
こ
に
な
る
の
か
、

ま
た
身
体
障
害
者
に
対
す
る

予
約
体
制
や
相
談
窓
口
が

ど
こ
に
な
る
の
か
伺
う
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長
　
副
反

応
の
相
談
窓
口
は
、
茨
城
県

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

（
副
反
応
相
談
窓

口
）。
身
体
障
害
者
に
対
し

て
は
、
症
状
を
理
解
し
て
い

る
か
か
り
つ
け
医
で
の
接
種

を
優
先
と
考
え
る
。
そ
し
て
、

県
の
大
規
模
接
種
会
場
、
市

内
で
小
児
科
標
ぼ
う
の
３
医

療
機
関
で
の
接
種
を
案
内
し

て
い
く
。
現
在
市
内
で
の
集

団
接
種
体
制
構
築
の
た
め
に

医
師
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

接
種
体
制
の
整
備
が
出
来
次

第
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
紙
、
行
政
メ
ー
ル
等
で

発
信
し
て
い
く
。
小
児
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
対
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
市
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
及
び
健
康
増
進
課
で
対

応
し
て
い
て
、
副
反
応
の
相

談
窓
口
は
茨
城
県
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
副
反
応
相
談
窓
口
）
で
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
相
談
窓

口
を
掲
載
し
て
い
る
。

市内集団接種は 4 月中旬頃から開始予定
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環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。 見やすいユニバーサルデザインＵＤフォントを使用しています。

　

 

令
和
４
年
第
１
回
定
例
議
会
は
全
議
案
が
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。
今
議
会

は
予
算
議
会
と
称
さ
れ
、
予
算
特
別
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
４
月
か
ら
執
行
部
提
案
の
と
お
り

新
年
度
予
算
が
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
３
つ
の
議
席
が
欠
員
と
な
り
、
１７

名
で
の
審
議
と
な
り
ま
し
た
が
、
慎
重
な
審
議

が
実
施
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

 

今
年
度
は
島
田
穣
一
市
長
の
勇
退
に
よ
る
市

長
改
選
、
県
会
議
員
の
改
選
、
さ
ら
に
３
名
の

市
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
が
あ
り
、
大
き
な
変

換
の
年
と
な
る
よ
う
で
す
。

　

 

終
息
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
、

疲
弊
し
た
経
済
へ
の
対
策
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

に
よ
る
学
級
閉
鎖
等
教
育
環
境
へ
の
対
応
な
ど

乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
障
害
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
執
行
部
と
一
丸
と
な
っ
て
丁
寧

に
解
決
策
を
講
じ
る
事
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

を
新
た
に
す
る
議
会
で
し
た
。

                                     

島
田　

清
一
郎

編 

集 

後 

記

発
行
編
集
責
任
者 

議

長　

荒
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一
秀　

広
報
特
別
委
員
会 

委

員

長　

植
木　

弘
子　

 

副
委
員
長　

戸
田　

見
良　

 

委

員　

島
田　

清
一
郎

 

委

員　

長
津　

智
之　

 

委

員　

香
取　

憲
一　

会議の種類 傍聴 モニター中継

本会議 可 有

委員会 要確認 無　 6 月１日（水）　開会予定 

　  次の定例会は

6 月定例会予定

日日 月 火 水 木 金 土

5/29 30 31 6/1
本会議 

（開会、
 議案説明等）

2 3 4

5 6
 

7
 

8
本会議

（一般質問）

9
本会議

（一般質問）

10
本会議

（一般質問）

11

12 13

常任委員会

14

常任委員会

15

常任委員会

16 17
本会議

（報告、採決
閉会）

18

　 小美玉市議会は３月定例会最終日の審議終了後に、 今期

限りで引退を表明している島田穣一市長に対して、 議会から

「贈る言葉」 を述べました。 長年にわたり、 小美玉市発展に

尽力いただいた市長に議会から感謝を伝え花束を贈りました。

任期最後の市長に感謝の意を込めて
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＊�議場（市役所本庁舎 3 階）での傍聴には、簡単な受

付（氏名・住所等の記入）が必要です。新型コロナ

ウイルス感染拡大防止の対応策として、３密（密閉・ 

密集・密接）を避けるために入場を制限をします。

ご理解をお願いします。

＊�委員会等の詳しい日程については、５月 31 日に開

催する議会運営委員会で協議します。議会事務局ま

でお問い合わせください。

＊�定例会中の本会議（一般質問など）は、同時放映を

行っています。本庁舎、小川総合支所、玉里総合支

所 1 階ロビーに設置されているＴＶモニターでご自

由にご覧いただけます（受付は不要）。


